






に気付くこと，的確な判断の

下に安全に行動すること，環

境を安全に整えることが必

要であることを理解してい

る。 
・けがなどの簡単な手当は，速

やかに行う必要があること

を理解しているとともに，技

能を身に付けている 

現している。 いる。 

 
(3) 病気の予防 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・病気は，病原体，体の抵抗力，

生活行動，環境が関わりあっ

て起こることを理解してい

る。 
・病原体が主な要因となって起

こる病気の予防には，病原体

が体に入ることを防ぐこと

や病原体に対する体の抵抗

力を高めることが必要であ

ることを理解している。 
・生活習慣病など生活行動が主

な要因となって起こる病気

の予防には，適切な運動，栄

養の偏りのない食事をとる

こと，口腔の衛生を保つこと

など，望ましい生活習慣を身

に付ける必要があることを

理解している。 
・喫煙，飲酒，薬物乱用などの

行為は，健康を損なう原因と

なることを理解している。 
・地域では，保健に関わる様々

な活動が行われていること

を理解している。 

・病気を予防するために，課題

を見付け，その解決に向けて

思考し判断しているととも

に，それらを表現している。 

・健康・安全の大切さ気付き，

病気の予防についての学習

に進んで取り組もうとして

いる。 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について

 

平成 31 年 ２ 月 ４ 日 国立教育政策研究所長裁定

      平成 31 年 ４ 月 12 日 一 部 改 正

 

 

１ 趣 旨 

  学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において「児童

生徒の学習評価の在り方について」（平成 31 年１月 21 日）の報告がまとめられ，新しい

学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の観点に関する考え方が示され

たところである。 

  これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果的，効率

的な評価に資するため，教科等ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研

究を行う。 

 

 

２ 調査研究事項 

（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成 

（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集 

（３）上記（１）及び（２）に関連する事項 

 

 

３ 実施方法 

  調査研究に当たっては，教科等ごとに教育委員会関係者，教師及び学識経験者等を協力

者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。 

 

 

４ 庶 務 

  この調査研究にかかる庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。 

 

 

５ 実施期間 

平成 31 年４月 19 日～令和２年３月 31 日 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
小川 史子 栃木県宇都宮市立姿川第一小学校主幹教諭 

 

 
唐澤 好彦 東京都品川区教育委員会教育総合支援センター統括指導主事 

 

 
鈴木 美江 埼玉県春日部市立川辺小学校長 

 

 
清田 美紀 広島県東広島市教育委員会指導主事 

 

 
高田 彬成 帝京大学教授 

 

 
細越 淳二 国士舘大学教授 

 

 
美越 英宣 東京都教育庁統括指導主事 

 

 
森  良一 東海大学教授 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
塩見 英樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

 

 
横嶋  剛 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 
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学学習習指指導導要要領領等等関関係係資資料料ににつついいてて  

 学習指導要領等の関係資料は以下のとおりです。いずれも，文部科学省や国立教育政策研究所のウェブサイ

トから閲覧が可能です。スマートフォンなどで閲覧する際は，以下の二次元コードを読み取って，資料に直接ア

クセスする事が可能です。本書と合わせて是非ご覧ください。 

  ①①            ②②      ③③  

  ④④            ⑤⑤      ⑥⑥  

  ⑦⑦            ⑧⑧      ⑨⑨  

①① 学習指導要領、学習指導要領解説 等

②② 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28年12月21日）

③③ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ

いて」（平成31年1月21日）

④④ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について（平成31年3月29日30文科初第1845号初等中等教育局長通知）

※各教科等の評価の観点等及びその趣旨や指導要録（参考様式）は，同通知に掲載。 

⑤⑤ 学習評価の在り方ハンドブック(小・中学校編) (令和元年6 月)

⑥⑥ 学習評価の在り方ハンドブック(高等学校編) (令和元年6 月)

⑦⑦ 平成29 年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A

⑧⑧ 平成30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A

⑨⑨ 平成29・30 年改訂の学習指導要領下における学習評価に関する Q&A
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